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Ⅰ．ヤマハ音楽能力検定制度（ヤマハグレード）の概要

　1967年に制定されたヤマハ音楽能力検定（ヤマハグレード）は，現在までに40以上の国と地域で

実施され，受験者は1,000万人を超えて，音楽力の社会的評価基準として信頼されています。

　ヤマハグレードは受験者の音楽力や目標に合わせてグレードの種類や級に分かれており，音楽を学んで

いる方が，「現在どんな力がついていて」「今後どこに力をいれるべきか」を確認しながら音楽力を身に･

つけていくことができます。

2級

1級より高い演奏力を
目指すための
グレード

音
楽
基
礎

グ
レ
ー
ド

管
楽
器
演
奏
グ
レ
ー
ド
（
Fl‌

Sax‌

Tp‌

Cl
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
演
奏
グ
レ
ー
ド

ド
ラ
ム
演
奏
グ
レ
ー
ド

11級

12級

13級

4級

5級

3級

7級

8級

9級

10級

6級

ピ
ア
ノ
演
奏
グ
レ
ー
ド

エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
グ
レ
ー
ド

指
導
グ
レ
ー
ド

指導者を目指す
ためのグレード

学習者のための
グレード

鍵盤初期学習者の
ためのグレード

2



Ⅱ．試験要項

① 受 験 資 格 	 �すべての試験について，年齢，学歴，国籍等の制限はありません。
			�   但し，試験は日本語のみでの対応となります。

② スケジュール	 �試験実施日については，ヤマハ特約楽器店またはヤマハ音楽振興会グレード･
事務局にお問い合わせください。

③ 申 込 方 法 	 �ヤマハ音楽教室やヤマハ特約楽器店に用意している申込書に記入し，受験料
を添えて，お受けになる試験会場へ直接お申し込みください。追って会場より
試験当日のご案内をいたします。なお，お客さまのご都合によるお申し込み後
の変更や受験料の返却は一切いたしませんので，あらかじめご了承ください。

④ 受  験  料

⑤ 試  験  官 	 ヤマハ音楽振興会が認定した試験官２名

⑥ 試 験 当 日 	 ���受験者は，指定された試験開始時間の30分前までに試験場に集合してください。
    について	 試験室へは受験者及び伴奏者以外以外の入室はできません。
	

⑦ 結 果 通 知 	 ��試験の結果は，実施後１ヶ月程度でヤマハ音楽振興会から，受験会場，あるいは
担当の先生を通してご通知いたします。

				    合格者には「合格証書」として送られます。
				    ＊結果通知の郵送を希望される場合は，申込時に郵送料を添えてお申し込みください。

				    ＊�結果通知に印字されるお名前が，システム上対応できない文字の場合は，代替文字や片仮名を･
使用する場合があります。

				    ＊結果通知は日本語のみでの対応となります。

■「合格証書」の再発行受付期間は試験日より 1年以内とさせていただきます。受験会場までお
申し込みください。〈再発行手数料：1,100 円（税込）〉
試験日より 1年以上経過した場合は，10年以内で受験日・会場・級がおわかりになっている
場合のみ「合格証明書」を発行いたします。但し，「合格証明書」には講評文章は記載されません。
詳細はヤマハ音楽振興会ホームページグレードサイトにてご確認ください。〈発行手数料：
2,200 円（税込）〉

※ �実施人数に満たない場合や天候・交通機関等の状況により，試験が延期・中止される場合があります。
※ 試験内容を記録（録音・撮影・転記等）することを禁止いたします。

10級 ９・８級 ７・６級

受験料 4,400 円（税込） 5,500 円（税込） 6,600 円（税込）
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試験内容

10 級 9級 8級 7級 6級

課題曲

自由曲

初見演奏

伴奏づけ

1. 課題曲
　　10級 ………… 課題曲集より受験される級の指定された２曲を用意
　　9級～ 6級……課題曲集より受験される級に指定された3曲を用意
当日，試験官がその中の1曲またはそれ以上を指示し，ソロまたは試験官とのアンサ
ンブルで演奏します。

２. 自由曲
各級の用意する曲数は次のとおりです。
　　10級・9級……2曲　　　8～ 6級……3曲
● �選曲は，各級の課題曲と同程度の曲（音域・音形・難易度等）を用意してください。
　※�自分で作曲・編曲した曲を用意する場合は，各級 1曲までとし，当日試験官に･
楽譜を提出していただきますので，必ず1部ご持参ください。提出いただいた楽譜
は試験終了後返却いたします。

● �受験者は用意した曲の中から，当日試験官の指示によって，1曲またはそれ以上演
奏します。

３. 初見演奏
初見演奏の課題は，試験当日提示されます。
各級課題例程度の曲を，30秒程度予見の後，ソロで演奏します。

４. 伴奏づけ
伴奏づけ課題は，試験当日提示されます。
各級課題例程度の曲に，30秒程度予見の後，課題につけられた伴奏パターンを参考
に課題につけられたコードの指示（on Bass）に従い，試験官の弾くメロディーに･
合わせて伴奏部分を演奏します。

Ⅲ．試験内容および要素と程度
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級別要素と程度

課題曲 自由曲 初見演奏 伴奏づけ

10
級

●級別課題曲集の中より
　次の 2曲を用意
・かっこう（メロディー）
・ポルカ（メロディー）

● �10 級課題曲と
　同程度の曲
　　1ポジション
　　単音メロディー
　を 2曲用意

● �1 ポジションの･
メロディー

● �21 頁に例題掲載

● �C major，A minor の
　2つの調

● �I，V7 の和音

● �24 頁に例題掲載

９
級

●級別課題曲集の中より
　次の 3曲を用意
・はるかなる谷間
　　─アメリカ民謡
・ボヘミアの歌
　　─ボヘミア民謡
・星の世界
　　─C. C. コンバース

● �9 級課題曲と
　�同程度の曲を･
2 曲用意

● �バスメロディーの･
ソロ曲

● �21 頁に例題掲載

● �15 のオープンコード
　使用
　C major，A minor
　G major，E minor
　の 4つの調

● �I の第 2転回形を含む･
カデンツ

● �24 頁に例題掲載

８
級

●級別課題曲集の中より
　次の 3曲を用意
・ロマンス
　　─ J. K. メルツ
・清き流れ
　　─ F. タレガ
・愛のロマンス
　　─スペイン民謡

● �8 級課題曲と･
同程度の曲を･
3 曲用意

● �2 声のソロ曲

● �22 頁に例題掲載

● �C major，A minor
　G major，E minor
　D major の 5 つの調

● �副 3和音，簡単な･
副属7（ 　　等）の･
和音，Ⅳの短3和音等
を含む

● �25 頁に例題掲載

７
級

●級別課題曲集の中より
　次の 3曲を用意
・ト長調のワルツ
　　─D. フォルテア
・アレグレット
　　─N. コスト
・ワルツ
　　─M. カルカッシ

● �7 級課題曲と･
同程度の曲を･
3 曲用意

● �分散和音，重音，スラー
を含むソロ曲

● �22 頁に例題掲載

● �C major，A minor
　G major，E minor
　D major，A major
　E major，F major
　D minor，B♭ major
　の 10の調

●簡単な減7の和音を･
含む

● �25 頁に例題掲載

６
級

●級別課題曲集の中より
　次の 3曲を用意
・ギャロップ
　　─ F. ソル
・プレリュード
　　─A. ディアベリ
・アデリータ
　　─ F. タレガ

● �6 級課題曲と･
同程度の曲を･
3 曲用意

● �ハイポジションを含む･
ソロ曲

● �23 頁に例題掲載

●C major，A minor
　G major，E minor
　D major，B minor
　A major，E major
　F major，D minor
　B♭ major，G minor
　の12の調

●増 3和音および各種の
転回形の和音を含む

● �26頁に例題掲載
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試験当日の流れ

受　付

試験室

ウォーミングアップ

入　室

自由曲

課題曲

初見演奏

講　評

退　室

受験者ご本人のみ入室いただきます。

指定された試験開始時間の30分前までにお越しください。

係員の指示に従ってください。

ウォーミングアップの時にチューニングをすませてください。
※チューニングの確認を必要とする場合，入室後，試験官に申し出てください。

用意した曲の中から試験官の指示に従って1曲または
それ以上を演奏します。

用意した曲の中から試験官の指示に従って1，2曲を
ソロまたは試験官とのアンサンブルで演奏します。
10級－２曲，９～６級－３曲

試験室内で指示された曲を30秒程度予見後，初見で
演奏します。

試験官より講評があります。

（注意）
　足台は試験室内にご用意してありますが，ご自身で
　お持ちいただいてもかまいません。

伴奏づけ 試験室内で指示された曲を30秒予見後，試験官の弾く
メロディーに合わせて伴奏部分を演奏します。

名前を呼ばれるまで部屋
の前でお待ちください。
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〒 153-8666 東京都目黒区下目黒 3-24-22
グレード事務局 03-5773-0894

©2019 by YAMAHA MUSIC FOUNDATION
2022 年 1月作成

本要項の全部または一部を権利者に無断で複製（コピー）
することは，著作権の侵害にあたり，著作権法により罰せ
られます。
個人的な範囲を超える使用目的での複製はなさらないよう
お願いいたします。
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